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著者 宇佐神治子 他 

調査地域 静岡県 

調査時期 1990年 

調査対象 小学 1年生～高校 3年生 

有効回答数 1095人 （小学 1～3年生：259人 

小学 4～6年生：254人 

中学 1～3年生：369人 

高校 1～3年生：213人） 

診断方法 医師による診察 

有症率 17.2% 

学年別有症率 小学 1～3年生：24.3% 

小学 4～6年生：22.4% 

中学 1～3年生：16.0% 

高校 1～3年生：4.2% 

男女別有症率 女 
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全体：  15.8% 

小学 1～3年生： 21.3% 

小学 4～6年生： 20.5% 

中学 1～3年生： 15.2% 

高校 1～3年生： 4% 4.4% 

調査概要 静岡県の小学校 1年生～高校 3年生に対して皮膚科医による健診を行った。 

全体の有病率は 17.2%であった。小学校では 20%台であった有病率も、 

学年が進むにつれて漸減していき、高校生では 4%台にまで減少した。 




